
議案第３３号 

 

 

多段階浸水想定の実施と学識経験者を交えた検討等を求める請願書について 

 

 

上記の議案を上程する。 

 

 

  令和６年６月２７日 

 

福津市教育委員会      

教育長職務代理者 青 木  一 乗  

 

理 由 

 令和６年６月１４日に、福津市教育委員会請願処理規則（平成１７年福津市 

教育委員会規則第４号）第２条の規定に基づき請願書が提出されたことに伴

い、同規則第４条の規定に基づき教育委員会の採決を受ける必要があるため、

同規則第３条の規定に基づき報告を行う。 

 これが、この議案を提出する理由である。 

 

参 考 

○福津市教育委員会請願処理規則 

（趣旨） 

 第１条 この規則は、福津市教育委員会（以下「教育委員会」という。）に

対する請願、陳情等（以下「請願等」という。）の処理に関し、必要な事

項を定めるものとする。 

（請願書等の提出） 

 第２条 教育委員会に対し請願等をしようとする者は、次の各号に掲げる事

項を記した書面（以下「請願書等」という。）を教育委員会教育長（以下

「教育長」という。）に提出しなければならない。 

 （１） 件名 

 （２） 請願等の趣旨 

 （３） 請願等を行う者の住所及び氏名（法人等にあっては、その所在地、

名称及び代表者の氏名） 

 

継続審議 



（請願書等の処理） 

 第３条 教育長は、前条の規定による請願等を受理したときは、受理後最初

に招集される教育委員会の会議において報告しなければならない。 

 第４条 教育委員会は、前条の規定により報告を受けたときは、これに対し

採決しなければならない。 

 第５条 教育委員会は、必要があると認めるときは、請願等をした者に対し

出頭を求め、直接その趣旨を述べさせることができる。 

 












